
NPO法人グリーンウッド自然体験教育センター 

社員 
研修 

社会 
貢献 

× 



時代背景・環境の変化によって 

若者が育ちにくくなっています 

 

苦手な人と
関わる 

困難を乗
り越える 

正解のない 
課題 

失敗から学ぶ 
仲間と 
協力する 

原
因
は 

経験 少 



１位 コミュニケーション能力が高いこと 

２位 仕事に対する熱意 

３位 チャレンジ精神があること 

Q. どうやって育てるの？ 



A. 山賊キャンプボランティアに参加する 

困難な環境の中、自らチャレンジし成長をする場 



こどもが目の前にいる 

大人として関わる 

こどもをみんなで見守る 

人の成長に関わる機会 

チャレンジせざる得ない 

協働する体験 

その１．こどもが相手だから違う 学びのスピード 

行動に必然がある！ 



暮らす 

自分の力で暮ら
しを成り立たせ
る経験 

集団生活 自然体験 

トラブルや思い
もよらぬことに
対応する経験 
  

他者と助け合って
暮らす経験 

コミュニ 
ケーション 

協働 
する力 

その２．キャンプだから違う 学びの質 

多様性 
の受容 

トライ 
＆ 

エラー 

主体性 
の発揮 



たくさんの失敗か
ら、そこから学ぶ
こと。なにより行
動することの大切
さを学びました。 

こどもに話しても
伝わらないもどか
しさを感じた時、
上司の気持ちが理
解できました。 普段の暮らしのあ

りがたさと、仲間
の大切さを思い
知った５日間。 

こどものチャレン
ジする姿からわが
身をふりかえりま
した。 

いろんな人がいて、
得意、不得意が違
うから、支え合え
るチームになるん
だと気づいた。 

必然の中で学びが次々と起こる！ 



「多様な他者を尊重し、社会性を持ち、肯定的で主体的
な生き方」に変化するという研究結果も 

（出典：若者の学びと地域貢献 山賊キャンプボランティアの教育効果より） 
 



✔ キャンプのボランティア参加なので費用は０円 

✔ 一人からでも研修参加OK 

✔ 主体的な学びを得られる体験型研修 

問合せ 
 

NPO法人グリーンウッド自然体験教育センター 
TEL: 0260-25-2851 

Mail: shin@greenwood.or.jp 
担当： 齋藤 新 



募集要項 

◎内容： 
ＮＰＯグリーンウッドが主催する「信州こども山賊キャンプ」にボランティアとして参加。 
 
◎日程： 
毎年概ね7/21～8月上旬に実施する山賊キャンプの各コースの内、一日程以上を選
択（３泊４日あるいは４泊５日） 
 
◎参加条件： 
キャンプボランティア研修会に参加（1日・参加必須） 
 ６～７月に東京、名古屋で実施。 
 
◎費用： 
無料  
※受け入れ内容によっては別途費用をいただく場合もございます。 



Q&A 

Q,交通手段は？ 
 
A.集合解散は新宿、名古屋です。そこからチャー
ターバスに乗って、こどもと一緒にキャンプ場に行き、
一緒に帰ってきます。 
 

Q.何人くらいのこどもを見るの？ 
 
A.10人のこどもに対して2，3人のボランティアでチー
ムを作ります。キャンプ全体ではコースにより違いま
すが、多いキャンプはこどもが50人です。 
 

Q.ボランティアの役割は？ 
 
A.こどもの身体と心の安全管理です。困ったときに
いつでも相談できる相談相手になってください。 
 

Q・具体的にやることは？ 
 
A.簡単に言えば、こどもたちの暮らしのサポー
トです。グループごとに火おこしから行うご飯
作りや片づけをするので、刃物や火の扱いに
気をつけます。ボランティアの方も一緒に作っ
て、一緒に食べるので、声掛けひとつで自分
たちの暮らしも変わってきます。 
 
Q．大切なことは？ 
 
A.山賊キャンプはこどもが主役。こどもができ
ないことはたくさんありますが、やらせてみれ
ばできることもたくさんあります。手助けしすぎ
ても、手を出さな過ぎてもいけません。大切な
のは、こどもたち自身が自分たちで暮らしてい
るという実感を得られるか。何がおこるかわか
らない暮らしの中で、正解はありませんので、
自分自身で考え、行動して、答えを出してくだ
さい。 
 


